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人工増募構築シス手ムの
環鍔
マルチメディアセンターにある機器類は、誰でも

利用することができます。今回はそのうちの1つ、

人工世界構築システムを紹介します。このシステム

の中には色々な機器がありますが、その中で画像処

理に優れているSGl社のONYX Reaiity Engme

2（以下ONYX）というマシンを紹介します。

ONYXの通常の使用方法としては、人工世界ゾー

ンに設置されている大画面3両スクリーンにインタ

ラクティブな3DのCG作品を上映するために使わ

れています。

その他にONYXには高価なCGアニメーション作

成ソフトウエアが、3つインストールされています。

SOFTIMAGE／AliaS Power Animator／PRISMS

の3つです。これらのソフトウェアは最近の映画作

裂には欠かせないもので、ジュラシック・パークや

ロスト・ワールド、アポロ13などに使用されていま

すし、もちろんファイナル・ファンタジーなどのテ

レビゲームにも欠かせません。

尚、このソフトウェアで作成した作品が下の画像

で、会津をイメージしたものです。

・‘高速グラフィックコンピュータの使用料金は、1

時間あたり7530円となっています。
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会津大学マルチメディアセンターの将来戦略のために
〇本センターの現状

会津大字にマルチメディアセンターが，，邪′ほれたの

は、自戒7年4月である「設立後の2年を振り返り、現時

点で新たな本センターの将来のIi蜘脇を改めて柵築する

ことは、今後本センターの発破のために柄めて重要な

ことであろう

さて本センターは、21世紀におけるマルチメディ

アや研究・開発の重要拠点となるべく通塵省との台車I

フロジェクトとして詰猫′（きれ、当時としては最新鋭の

マルチメディアや機鵜によって装備きれてきた　その

主なものを列挙すれば以下の通りである－、

第・が、マルチメディアコンテンツを開発するため

の支援システムである∩　その中IL、となるものがS（iiの

ONYXであるし

第：が、描築されたマルチメディアコンテンツを効

率よく笹川するためのマルチメディアデータへ－ス笹

現システムであり、Sl）AiiC10001うね沖i心のサーバとな

っている

第iが、描築されたマルチメディアlIii轍をi高速ネッ

トワークを通して多くの利用者に捉供するためのマル

チメディアlI引離ネットワークシステムである。本シス

テムは、現状では小さくとも最新鋭のCATV屈のフロ

トタイフを構築できる環境を揖保している一

第II臣が、マルチモーダルヒューマンインタフェース

構築のための高速音声処現、i高速サウンドイメージシ

ステム及びI帝如iIi像処理システムであり、このために

rii10（）0－1755Ⅹ3が装備されている（

第五が、梢築されたマルチメディアliIl鞘をl－1DTVの

i次元値鞘として大規模スクリーンに技彬する人1日I

界描籍システムである　本システムは、高I妻のVll・luill

lit・i11時・のiIi朝を通力のあるサウンドとともに拙共でき

るシステムである

そして第′i占二、本センター特有のシステムとして、

人間の動きを：次元i軌こ捉え、これをi’i動的に縮析す

る極めてユニークなヒューマンハフォーマンス解析シ

ステムがある　本システムは、将来の動画像のI印刷こ

強力な開発棟境を塊根するもので、国II河トでもこのよ

うなシステムはあまりない，いずれにしても今述へて

全く新しい三次元の

きたこれら機材の多くのものは、現時点においても新

鮮なものである。

○新しい本センターの戦略

以上の状況のもとで、今後本センターはどのような

戦略を離籍すへぎなのであろうか＿　このためにまず重

要な方策として次のものがある、即ち会津天守の研究

者のもつ。（川lI）Lltei一陣lI）hleS，ilelllr。i“k笠の分野の鳩

碇的f究、応用研究のSee可Isを結集し、マルチメディアセ

ンターのシステムの上で具体的な研究開発を行うこと

である＿

しからばその研究開発の方向として佃をめざすへぎ

なのであろうか　次にこの間樋について述へてみる

第　▲は、新しい発想に基つくマルチメディア値鞘、

つまり新しいコンテンツ作成のための交接システムの

桐架である

第　二は、言うまでもなく“魅力il年　な数多くのマル

チメディアコンテンツの作成である∩

第iは、将来0川i両Yisi（…．SLil）erl」璃Ill事ll）ll

をへ－スとしたマルチメディア値鞘流通のためのネッ

トワーク相集の研究開発である（具体的には、現Ii‘

DAVIeによって掘進されたマルチメディア付i融の圧縮

技術hII⊃l三（；2の次の掠準化を目指した圧縮技術の研究開

発や、マルチメディアネットワークのための新しいネ

ットワークフロトコルの開発とこれをベースとした国

際標準化の碓進などが輝ずられる

第i甲は、マルチメディア環境下における新しいマン
ーマシンインタフェースの研究開発である。もちろん

以上に述べた研究開発の項目の外にも数多くのフロジ

ェクトは存在し得る＿

いずれにしても以上述へた研究開発の方向は要約す

れば次の4文字ChiClによって代表される　Cはマルチ

メディアコンテンツ、hIはマルチメディアコンテンツ

の…anと唱e…enl、Cはマルチメディア間′彫）流通、そ

して！は新しいマルチメディア環境下でのヒューマンイ

ンタフェースである二

次に上述のフロジェクトの吏なる具体的なII招蒼につ

いて述べるへぎであるが、博に重要な第・と第　二の項
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。．ぐ，∴、　野口正一会津群マルチメディアセンタ最

年

．（′

昭和5（1930）東京生まれ
昭和29（1954）東北大学卒業
昭和35（1960）

東北大学大学院的土讃梶
修了／工学博士

平成5（1993）3月まで
東北大学教授

平成9年（1997）3月まで
日本大学教程
東北大学名誉数搬

平成9（1997）5月まで

傭朗処理学会会長
平成9（1997）4月

会津大学長就任

Ilに閤遵する将来の研究開発のため、マルチメディア

†I胴的）本質論について以下述べることにするっ

○マルチメディア情報論

従来より我々は対象を表現するのに主として次の5

つの手段を用いている。

第　がテキストによる表現、第　二が音I串こよる表現、

第：が音楽による表現、第II臣がi刷鮎こよる表現、第五

が映像による表現である。

従来のマルチメディア情報の単純な定義は、これら

の5つの表現手段を適当に組み合わせることによって

表現される値甑がマルチメディア値轍であったっ　しか

しながら、マルチメディア値甑がそれを利用する利用

者にとって本当に価値のあるものとするなちば、上に

述べたマルチメディアの定義ではまったく不十分であ

る．そのため、今改めて値轍のやりとりのメカニズム

を考えてみる。このことは、値鞘の発信者と受信者と

の間のコミュニケーションのメカニズムそのものを考

えることになる。このとき重要なことは、発信された

値甑が上分に現解されるということを巧えてみると、

これは受信者側に発信された値鞘の中に深い値鞘が含

まれれは、それと同等以上の値甑を胡錐する能力が受

信部こなければならないということである、この立場

に立ては、マルチメディア値鞘についても全く同様の

講論ができる＿　つまり、上に述べたコミュニケーショ

ンのモデルの上で迭（，諸と受信者とが十分に整合のと

れたものでなければならない。具体的な例で言えは、

ルオーが柵いたキリスト橡の絵11両こついて、この絵を

見る人にとってどれだけ深い感銘が裡られるかはその

絵を見る人の椀境、即ち宗教的な別館の深さによって

大いに異なるということであるっ

以上述べてきたことを整理し、マルチメディア†I欄i

についてそのコンテンツを作る人の立場からみると、

本質的な値駁論の立場から次の　三つの酪層の柵道を持

つことが分かる、，

レベル3　感性情報1

2　黛裁物締i

l　　形式情報i

紙面の聞合てこの詳細な議論は行わないが、各レベ

ルの値鞘こついて間問こ述べてみる＿　第・レベルの形

jl諭ij融は、I勘こ最初に述べたような単なる極致のメデ

ィアによって彬式誰＝こ表現された値融である＿　第　二レ

ベルの常識方法は、通常の劇Iilliのレベルで表現される

倍灘と煮えてよい。第iレベルの感性値鞭は、画家が

描く絵画のレベルの値鞘、音楽家が表現するレヘルの

備轍等が親み合わされた高I妻の感性値鞘ということに

なる。もちろんこのレベル分けは本質的な根本的な分

け方であり、実際上は更に細かいレベル分け、分離分

けが行われることになる，

音マルチメディアセンターの支援システムの在り方

以上述べたマルチメディア値轍の臍層分けに従って、

本マルチメディアセンターが将来支援すべき環境につ

いて述へる．

第・のレベルのマルチメディアliii融の柵袋に対して

は、本センターはi・分な支援環境を整備すべきである，

この中で特に中心となるものは、I湘度な知的マルチメ

ディアオーサリングシステムの開発である、第　二レベ

ルの妻板環境は、特に動画を含めたマルチメディア値

融桐梁のための．詰Iiの開発、各事例に対応する知的デ
ータベースの開発が挙げられる、第iレベルの支援棟

境の耶籍は、第・レベル、第　二レベルの交接環境の上

に柵築すへぎであるが、このiil界は高I妻の感性†音減の

Iiけ手であり、マルチメディア値瀬棚籍を志向する利用

者の環境に縫って誤，昔すべきこととなろう。いつれに

しても本センターは、結論として全く新しいi次元の

VirlしialIleと11時′の世界を社会に捉供する場でなければ

ならない、
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再会白州子は袖蔦県のiI印短縮こl耀IiL斯

i親、！と境を接する面郡が約300km、人目

的llj人、Ii教約3Tliの町ですっ　本年

10月に全線開通が予定されている新調

IIIといわき両を縮ぶ磐越i一助iii道にあっ

ては、新調高と郡ii両のほぼ中i剛こ持崩

しています．

i信仰の里

I．細IO）illとしての歴史も古く、会津野

沢のIIiの神嫌で名高い大iIi顧神社があ

り、部品県I部はもとより、斯約・中形県

などから年間約25lj人の観光客が訪れ

ます，毎年6月には1ケ用間、全i剛柄こ

も珍しいロングランのまつりがi鳳騨きれ

ます，

《　　　　　　　　》

iei r百歳への挑戦」－短い平均寿命

さて、晒会津町は「すへてにやさしい

範廉の町　にしあいつ」を根本現急にか

かげ、各種施策を実施しています、

その中のひとつとして「直裁への挑戦」

を合言葉（こ、伽餌・I脅鵬・部柾の充実に

よる住み良い町づくり（こII出す、、自戒5年

に「触様の町宣言」をおこないましたっ

本間＝よ平均寿命か細it課両でも下位に

位置していました。なぜ長生きできない

のか、その理向は鵬華中の死亡率が金Iili

宅　日　平均の上8倍近くあったこと、そして、

骨組経緯が多く、腰iliIがり、膝関節変形

等Iこより稚たき‖）老人になりやすいこと

でした。このことから本格的に騨幸Iilを

はじめとした成人柄予防対策を強化して

います．

●食生活政義と運動不足解消

まず、食生活故高のために町で箱現栄

養士を採IiIL、地域の食生活政語推進員

をこれまでの5名から年次．汁i時こよI）

105名（二間目し、栄養天守のuh柵）の扱高

を受けながら、町民にバランスの良い料

理を普及させています

また、冬期用の運動イリー璃輔‘jO）ために

率II湘高くフールを出版、骨密I削同定壊齢

を導入しましたっ　さらに日本　一良座の帥

郎県大宜味村との交流を実施し、毎年町

の老人クラフの皆さんが．酬liL、交流を

通して長寿の秘課を肌で感じてもらって

いるところです（

：　　　　　　　　二i＼、

●NTT端末機300台保健センターと送受信

そして宮城（声iリ聾、宮古にいなから

NTT母臨伸一1線を利用した端末機により、

毎日、血圧・脈相・心電図なとのデータ

を保範センターに送信することができる

在宅健眺箱理システムを：＝）0台湾入し

ました．これによI）、医療機関との述鵬

を国I）、鶴城状態がチェックできるよう

になI）ました∩

このシステムは、相Ii出帆端末機・通

信機・電話回線・依拠センター通信機・
コンピューターで欄成され、利用者と依

拠センターとの間でデータを送受（，げろ

ものです．，利用者側から毎Li、測定した

血II将のデータが鶴触センターに送信さ

れ、それを優範姐がチェックし、通辞の

数個と比較し変化があった場合には、相

当I創部こFAX篤で腿撮データを送信し、

指示を仰いでいますi

e音声ガイドによる操作

そして触媒をl規、fするための適切な生

活描粕を関崎逆信していますこ　また、

日々の肱陳データを月間i）ポートとして

まとめ構漕．」的iを記入して利用者に返信

しており、さらに潮間陣騨こより適切な

アフターケアを行っています。

これにより利用者が在宅のまま課他セ

ンターのサービスをうけることができま

す。また、高i輪者でも傭単に操作できる

ように端末機の手問を容易にしているほ

か、高向こよるガイドにしたがって操作

をするので、だれでも確実に必要なデー

タの送受1．溝川J舵です⊃

aCATV輯乗越は50台

半減8年I姑はケーフルテレビ回線を利

用した一鵜天機を50台破門しました∩

電話Iiil鰍用システムは端末機からデー

タの有無にかかわらず、決められた時間

に送信するために、端末機の数だけデー

タ収集にii郁柚的かかります（ケーブルテ

レビ回線用システムはセンターの親機の

呼び消しにより送信するため、端末機に

データがない場合は、自動的に次のデー

タ収集へ移行するため、短時間で処即が

でき効率が良いということになります。

《　　　　　　）

き過疎と格差の克服

西会津町は国の過疎地域の指定を受け

ています（国の過疎対策により、過疎地

域の現状は天変政藷されてきたところで

す

しかしいまかこ過疎地域が抱える問題

は大きいし、過疎地域と椰両との間には

I抑博格差やII帝の‡用通性なとの格差のほ

か、値鞘環境整備Iも耶Iijに比へて遮れて

いますn

ieiまず双方向による健原増進

I町は、梢搬環境の搬進をi紺）、町民の
′i新の向上と（蹄離幽io）周遊を図るため

に、ケーフルテレビ整欄iJf業を一潮時しま

した

ケーフルテレビは、人にliij甑を伝える

効果が最もi向、映像を優って多くの個融

を捉供するほか、双方向による値搬通信

インフラとして値腔づけちれており、進

仇地域における社会的効果は大きいとさ

れていますIi
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Ieiコミュニティと生産活動に寄与

また、ケーフルテレビは多くのテレビ

チャンネルを憐供するほか、　▲舷のテレ

ビのような余蝦や娯楽活動に脊与するテ

レビから、牛堀活動に脊写したり、II常
′I痛に必理な値轍をきめ細かくかつ、多

極に捉供するメディアです

さらに、名家塵に張り巡らしたケーフ

ルは、双方i冊i：機能をIIしており、在宅

鮎焼箭即システムなどのテレと以外の分

野での活用ができます（
ii－MMシステムの基盤整備

人間に例えれば、放送センターは頼嗣、

ケーフルは神経といったところです．

このようにケーブルテレビは問こ多く

のテレビを視聴するだけでなく、将来の

マルチメディアシステムの榔築くこ対応す

る増経絡筋と巧えられます

（　　　　　　〉
●NCT開局一県下初の多チャンネル

平成〔）年2月7ii、細部，！で初の多チ

ャンネルケーブルテレビとして、町営の

西会同州Jケーフルテレビ（NCl‘）が開

局しましだ
iiil期整備は国土庁のモデル事業

本町は面梢が広大なことと、集落が散

在しているため、ケーフルテレビ整（椅事

業を2期に分けて鷺鮪することとし、1

期鵠伽は中城7年度の国士Ii切断焼－」確
「地域作調交流拠点施．設整備モデルIji業」

の補助決定を幸I成8年1月に受け、、回旋

8年度搬越事業として着l：から開局まで

実質1年i間で整傭しました重民説明会、

伝送蹄のルート決定、I“硝柱建桂のため

の用地交渉、加入者暮集等、慌ただしい

日々が続きましたがなんとかl剛高二まで

こぎ着けました二　整鮪対象戸数1550世

帯のうち126訓十・聞こ用人いただき加入

率は約82％です⊃

2規整僻は臓林水雁省の「地域述鵬範

立職業鵬道政醤事業」により車載8年度

から11年度までに成りの全I剛胆を対象に

鷺伽する予定です

●450MHz光・同軸ハイブリット方式

による完全双方向機能

本i町のシステムの特徴は、45（用Iliz

光・同相ハイフリット方式による完全双

方向機能を有する伝送櫛にあります二

23のテレビチャンネルとtJhIラジオ2

波を掘供するほか、地域の状況を紹こ見

守っている値撤カメラを3基と、I町ilぅの

気温・湿度・風速・風向・Il唖などをi、ii

Iiiチャンネルで提供するための気象飢洲

施，淑3ヶ所が整鮪きれています，

●情報検索システムも整備計画

2期整調では町i如こ振り巡らしたケー

フルを活用し、音I卑欄iシステムや電話、

また放送センターに蕎削した各柵値鞘を

仙人者が電話で引き出し、専用チャンネ

ルで視聴できる間瀬検擁システムも整鮪

する油ilijです、

ぼ　　　　　　　j

e自主制作ニュースと企画番組

ケーブルテレビの最大の特徴はrI削ili

件放送です、本町のi“同放送チャンネル

の愛称は「さゆI）チャンネル」（毎週月

間IIから金剛Iiまで夜（川彊0分から15

分間地域ニュースを放送しています

その他、週1本企iiiI席胤を放送してい

ます，企画碑帥こついては根葉をはじめ

あらゆるジャンルのものを放送していま

すが、「100城への挑戦」をIi指す囲会

津町では、やはI）保触・I知糠・袖址の充

実によるトータルケア離進のための濡親

をi重刷軌こ制作し放送しています，

また、（月iからは町議会定例会の中継

を始めましたが、i期心が高く、多くの町

Ltが視聴したようでした

●コミュニティーの活性化に寄与

テレビは速融件と視聴覚性を兼ね鮪え

ていますので、母IJ Liiil発行している剛I

O）広搬謎で知らせていたものを、累年く

わかI）やすく知らせることができるほ

か、身近で起きたfi課事を母ii放送して

います（

リアルな映像でしかも、町内の朗見飾

りの方が1引iテレビにててくる．訳ですか

ら、現実感、親近感がありI’1分たちも郡

極的に参加する達識もててきており、町

の話題づくりや地域コミュニティーの活

性化に碕与しています∪　取材の申し込み

や、自分達で企画ルたものをもってくる

グルーフもあります－

●職員くるみの放送番組制作チーム

放送するために必要な値搬収集と労力

は膨大で、ケーフルテレビ担当職日だけ

ではなかなか天変です　そこで本町では、

毎日の出来事や町からのli欄！をタイムリ
ーに放送するために、各課から27名の

職11を遭ltして放送番糾制作チームを飢

餓し、週間予定表や必要な文字値融をあ

げてもちっています

さらに、征野こカメラを配置し、関係

のある値中部こついて、取付、榔杉までを

行うようにしました　叫搬日金11がケー

フルテレビのスタッフということになり

ますI

e町民が全員出演・全員スタッフ

町民から愛される町民のテレビIIiはし

て、1年にlI揮訓JL朝が必ずテレビに油

滴していただけるよう、取材していくこ

とにしています

その観葉、町民　▲人ひとりがスタッフ

であると同i聞こ、出iii諸でもあるような

町・几となった再会潮岬ケーフルテレビ

の濡親つくりを目指していきます
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授業風景

（†詐撒処理肇）
「おはようございます」とI－i谷先生の声

が聞こえる。見上げると50インチの天Ii帥ii

に若々しい先生の朗が写っている。ここは、

南会津榔南郷村にある県立南会津高楼（以
i∴　南会津）の†iiI甑処理葦。細説を遭択し

ている8名の生徒が待ち受ける。サポート

するのは体布巾i－iiの橘先生と化幸が専門の
、I母野先生，

（小規模校の状況）

小規模枝の南会津では、i、国－iiの先生をそ

ろえることは難しく、橘先生が簿記を相当

する状況にあったという。それが今、生徒

たちのiiのI部こはi－i谷先生がいる。

（電子ボード）

直線臨雌にして75klllI　須笹川Iliにある県

立iiij陵値瀬高校（以下、溝陵）の、汁算実習

肇に用谷先／臣はいる，小林先生と述懐先生
が電子ボードと．i掴Iiカメラを撮る。電子ボ
ードはポワイトボードのようなものだが、

溝陵で．．9人したiI諦iを南会津ではプロジェ

クターを使ってボードにI映し出す。イ高批誰

なことに映し出された文字であっても消す
ことができるし、もちろん宮き加えること

もできる。本物の黒板を使うよう（こ、先生
が溝陵で記入した問題を南会津の生徒が解
いて高さ加えている、，双方向で加工できる

ということで2校間の酢雛を事実上消して
いるのた、

（，iF画カメラ）

，i掴iカメラはOllPのような外見をしてい

るが、カメラで教材（プi）ント）などを捉

えて相手に臓示するためのものであるっ　例

えば問題を再いたプリントを溝陵のカメラ

が捉えると、南会津では50インチモニター

に般緒される。

（巡　回）

南会津では、あらかじめ問題を受け取って
いて′I高上のそれぞれに配布してある。それ

を酷いていると、i－J盆先生が呼びかける．i
「できた人はいるかな？」生徒は見辛されて

いることを意識してか、灘も手を挙げよう

とはしない。橘・、i叩帥ij先生が生徒の剛を

IiIlりながらすでに終わっている生徒をみつ

けて指名する、、「やってみろ」席を立った生

徒は錐答済みの答梁を南会津潮時）宮中iiカメ
ラにセットする。ilJ谷先生は溝陵のモニタ
ーで確課して「はい、ii調です」

（カメラ）

それぞれの教華には行3台のカメラが備え

付けられている。50インチモニターi朝は

敦堂後方、それに，i帥jカメラだ．モニター

上部のものはリモートコントロールもでき、

また、教寮の天井には6本の葉音マイクも

‖邪′iされている．理論的には溝陵からのモ
ニターを使ったいわゆる机I冊巡視も可能な

のだが、実際の機鵠操作はそうスムーズに

はいかない。加えて生身の人間の持つ存在

感の迫力とでもいおうか、その効果の遭い
はまだ大きい。1人1人の生徒の衣値が見

えて、それぞれの進捗状況を把胱した上で
プロの教師の授業は親み立てられていくも

のなのだ

（ISDN）

2校間を緋んでいるのはISDNと呼はれる

デジタル通信統合ネットワーク。具体i軌こ

はNTTのINSネット1500というサービスが

相Iilされている、消陵と須買III局、南会津

とIiiIi屈（南会津l梱南郷村）とのi剛こ新た

に光ケーブルを敷設した他は、須買川局と

‥iIi局との間の既存の回線を使用して大容
iiiの画像通I，溜日を実現している、

（マルチメディア活用方法研究開発．事業）
このようなシステムがIilj段間を縮んだの

は、、回収8年5月に文部省の進める「へぎ

地宰校高圧帥ij融通I言張碗（マルチメディア）

活III方法研究閥施IJi業」の指定を受けたか

らだ⊃IiiIj俄のようなilI間地の普通高校と都

両部の母II＝高校との接続は、初めての試み

だったようだっ　指只者や施、没・．一別鵬等の川

向からこれまで開、張できなかった教科を、
マルチメディアの活用をとおして履修でき

るようにすることが第・のiI的である．，同

Ii掠こホームルーム等の交流をとおした、異

なる環境にある者とうしの述椀も期待され

〔　　実験
（経∴週）

半減8年I勤ま機捕迎定に始まり、機櫛の設
計施行、全体間慾の策定に5月から11月まで
の7カ月を賞やした112IilOIiの開通式で

は、敦苗委員会や写桟側儒者が見守る中、
生徒会が中心になってそれぞれの宰校を紹

介しあっている。その後、簿記と値髄処理
の授業が－．式験i軌こ行われたほか、ネームル
ームや生徒会iIIJl：の交流が匡Iられた。，iJiJじ

くこの事業の指定を受けている性質県の太

良高校との接続も－，式みられている．

（負∴担）
その縮果、授業は消陵と南会津とのI朝時股

間ではなく、南会津のために新たにiI‘i陵側
の講義を行うこととした。舵業の進度と単

位数を調整することが難しかったからであ
る。援業の時間帯もI時機で15分ずれている
ことなとも障雷となった　このことによっ

て調義を実施する溝陵側の負Jilは明らかに

抑えたし、受調する南会津の側でも口跡で
レポートしたように、機鵠操作と机ilii

巡視とに2名の教員を要して、実験と
はいいながらかなりの負担となっているi

（刑一慧・IJミ）

当I成層Iリ妻に入って本格i軌こ単位約定の枝

葉が始まり、値搬処理技猶と単位、秘説2

単位、昔140ii別冊が賞やされる予定だi火酷の

：‡・4ii引振力演高説、ノ悶刷の5・（日航根が値

撤処理投網、殺f川勺効果を老えれは授業は
通観ではなく、別々のiIに行われるのか好

福
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県
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美しいのかもしれないが、iilij校あわせて3
－5名の教師がlコマの授業に必要とされ

る現在の聯境のもとでは、致し方ないとい

うところだ，小水・、l個帥晩生はじめ相当

教廟はそれぞれの仕事を抱えながら、創息
と工夫でこの実験に関わっている

（事業を串郭）
「1．jlNを考慮にいれないテレビ会議方式の

違鵬授業という点では、現在のシステムの

完成度はかなり高いと思います∩　もちろん、

機鵠操I宮こ人手がかかりすぎることや相聞

巡視で得られるだけの値融をなかなか捉え
きれないという嫌々な改良点はありますが」

と溝陵の小水教諭は語るっ　指定を受けて以

来、・即して事業を主専してきた先生だ。

短大された設備を有効相IiIするため、イン

ターネットへの接続等空いたI朝川の活用を

他の教職員に呼びかけもしている－、

（1－AN）

1．ANとはコンヒュ一夕をケーフルでつない

で相II：通信できるようにした通信網のこと

で、電話でいえは企業や宰校I小二張り巡ら

されたiI璃網部こあたる＿　このシステムを南

条相同こある20台のコンヒュ一夕のi剛こ柵築

すれは、値、搬処刑の授業の効率化はもちろ

んだが、現在では、コンピュータの船木に

囲まれながら机の上で宰習している細説の

授業においても、有効にコンピュータを梗

IiIすることができる。問題は、伝送速度の

レベルにより異なるのだが、200万不一一腰と

いわれる緑野の出所だi

未来へ

（′同上会の交流）

極々な課題を抱える実験ではあるが、すで
にその効果も現れ始めている＿　テレビ会誠

でのやりとりを契機に生徒会同I：の交流が

生まれ、昨年の冬には南郷スキー場での・

洲研修が実現した－　それを受けて今度は、11

月の第21割一に須質Iiiでi肌騨される松明あ

かしに南会津の′彫心全役員が招待きれる計

Iiil庇という、、7月2！）Ilには満腔で中、字生の

ための・Ii体験大字が開催されたが、それ
にあわせて南会津の中辛′高二よる、テレビ

全滅システムをつかった・ii体験大字も実

施された⊃　PTAや中辛校どうしの交流も品

iiilほれているし、部活動の理論賄噂をテレ

ビ会瀧をとおして行い、長期の休み中に合

同合宿して補強するといった棚想も細られ

ている。マルチメディアという・見近付き

難い事業の名前だが、その心は－従前の技術
では形成されることの困難であった人間的

な述鵬の思惟となる環境を新しい技術が用
．芯する、その新たな環境のもとで新しい人

間側係が生まれ、述鵬による新たな成果が
生み出される一一そんなIil業なのだ

（・斤授業）

宰習iIiiでの未来像は　∵対　－ではなく、・対

多の・芹枝葉が想定される。テレビを通し

ての「放送大字」との違いは、チャンネル
の切り替え等の手続きが必要ではあっても、

双方向性が保たれる点だ　擬似i軌こても対

話の経路がリアルタイムに確保されていれ
は、授業への集中力は格段に高まるに違い

ない、、そのような授業形態が第・に早まれ

るのは、様々な要l硝こよりI発i上や規傾縮小

が勘臆される定Il瑞i日通1，綱J高校での脹i欄

だろう　教員の配置がなくても機特の才へ

レークが守宮梱i肋者を兼ねることで、写校

の存続が－iJ能となるかもしれない．i

（教育格産の鮒小へ）

また現在の実験が進行しているように、専

i－用的な敦fjを中側傾校で受講し単位認定さ
れるようなシステムの開発は、インターネ

ットの普及により喧伝される「中心とI周辺

との橋爪の解消」に結びつけられることが

期待されているuIll金ブームともいえるよ

うな昨今の風潮のiii、移住をためらわせる

大きな要因である教命格差の翻小に役立て
は、過疎過密の足ii工こもつながるだろう．

実駿の中でとんとん，測魅が明らかとなり、

より使い勝手のよいシステムとして改良さ

れることが期待されている、

福島県の南西部、面浦
が東京都に匹敵するとい
われる南会津郡7町村に
あって、西部5町村の地
理的な中心、南郷持Iこ位

置する言教職員23名、募
集定員は80名だが定員に

充たす、平成9年度の在
校生徒数は157名であり、

県内でi到、規模校の一つ
に数えられる　通学困難

を生徒のために寄宿舎も
備わっている

県の地理的・経l別的中
心　部山高に涯する須賀
Iii市に位置する　高度情

報化社会に対応して「情
報」をキーワードに、従

来の工業高校・商業高校
の枠組みにととまらない

新しい専門教育を目指し
て昭和63年に新設された

若い学校である　信輔電

子電子機械情報処理・
信輔会計の4科からな
り、教職員85名か975名
の生徒を指導している

－．∴二：「 
1　ニーi　　　　由一 
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コンピュータ、そしてマルチメディアは

経済の推服のために不可欠であり、その殿
境を整えることが重要な一秋越であると叫ば
れています。新聞やテレビなどでも毎日の

ようにマルチメディアに閤する撤道が飛び

交い、マルチメディア対応のパソコンは電

気帰でのiJJ商品としてIlをみはる販売実

緋を上げています。
ところが、かくも多くのコンピュータが

iI招毒され、マルチメディア環境が整いつつ

あるにもかかかわらず、・椴の佳油や繭業

活動にはまだまだその効果が届いていない
というのか現状ではないでしょうか。イン

フラの雑価の遅れや、コンピュータ扱市の

不徹底など、さまざまな原因が考えられま
すが、もうひとつ鵬業ベースでのマルチメ

ディアを利用する企業と、またマルチメデ

ィアi印すへの値轍の加工を行う企業の数の

少なさが大きな離宮となっているのも事実

です。怖業ベースでの値鞘の発信は、大き

な経済効果を生むことはI．id閤iの事実ですが、

その個轍の発I，汚）方法にマルチメディアを

選択肢の・つとして捉梁を行う、もしくは

他の捕轍発信の方法とあわせて値搬加工を
行うプロダクションの数が足りないと思わ

れます。

現存、・番身近な値撤発信媒体である
「緋への印刷」を支える印刷例題企

業は、′高枕i：梢をデジタル化す

るという激動の時代の最中
にあります。インター

ネットや

○デジタルKのマルチメディア思想

そのような中において、キング印刷株式

会社は制作上相のフルデジタル化にいち阜

く成功し、次のマルチメディア時1時）値瀬

川工企業を目指して、新事業部「マルチメ

ディアプロダクション・デジタルK」をた

ちあげました。
ビデオのデジタル細集、3Dグラフィック

ス作成、31〕アニメーション作成、3D－CAD、

音声のデジタル加l二、インタラクティフタ

イトルの作成、インターネットコンテンツ

作成、CD－ROMfll版など、多岐に及ぶ業務

内容はすべて「デジタルK」I小郡で加1∴

処現されます。値搬・原稿の大棚について
も、従来のフロッピーディスクや光磁気デ

ィスクのみならず、ベータカム、S－VHS、

H主8といったビデオチーフ、CD、CD－

ROM、レーザーディスク、MDなどのデイ
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企業向の政雄を推し進めて
います。

福島県内の情報発進基地は、ここだ！！
今回は、県・市町村のホームページを集約します。薫れているところがありましたら
お知らせ下さい。なお、個人や商業ベースのものは省きました。
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白沢杓　http．／／piaza2．mbn．orJp／一°hnamIIslraSaWahtm
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東和n http●l／piaza2．mbnor．jp／－ohnami／towa．htm
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スク頼、DAT、カセットテープなどのチー

フ、インターネットを通じた通信と、あら

ゆる媒体を受け付けることが可能です。ま
た、こうした媒体は加工された値激を納品

する彬態として遭択することも可能です。
「デジタルK」のマルチメディア思想は、

あらゆる値搬媒体を制御し、より効果的な
かつ経済的な値髄伝達の手法とその中身を

拠供することにあります。
マルチメディアiI加博への移行は突然訪れ

るものではなく、使用する冊撒媒体の緩や
かな変化によってもたらされるものです。

デジタルデータを核とした、南Iiの広い受け

入れと吐き出しの手段を持つフログクシヨ

ンは、いつの時代にもより効果的な質の高

い値激を鮎Iiできるものと期待されます。

そしてなによりも値搬媒体の組み合わせ、
たとえば印刷物で表現された浄11両画像デー
タやテキストのデータをビデオ上にfii川し

たりインターネットのホームページに再現

させたり、ビデオに記録された動画を印刷

物i：に再現させたり音声と・緒にCl）－liOM

に加工したりといった値激の川上方法が、
マルチメディアを仏たちの手元に引き持せ

る原動力になるのではないがとも孝えられ

ます。

鵜我が国初の試み－総合情報加工サービス

キング印刷株式会社は印刷工鮎のデジタ
ル化を実現すべく、1989年にデスクトッフ

パブリッシング（DTP）に着手しました。

データのIlj利用件を重視し、いつでも修正、

再現が可能なポストスクリプトというデー

‾一一一ii一一一1－－，，，

夕形式だけを併用する純粋なDTi）を実践、

日本で第・号の高密度イメージセッタ（印

刷用フイルムへのフリンク）を増大し、い

ちはやくデジタルを利用した印刷物を世に

送り出しました。従来の印刷技法を可能な

限り数個化し、品I賞辞現手法にフィードバ
ックすることで、従来の印刷技法でもでき

なかったi郁Iij度、It●出品門の印刷を行い、印

刷技術コンテストで数々の受賞を手にしま
した。：う子両部こカラー印刷の10（男らをDTP

の工科！でこなすようになり、現存に葦りま

す。、また、日々の業筋で作成されるデジタ
ルデータの全てをCD－Rに保存．膨大なiiiIこ

及ぶIlj利用可能なぞのデータをiijI勤Ii上し、

価値を生みfiiしていく約束としてマルチメ

ディア事業のスタートとなったのです（

マルチメディアを使用する個値は、・つ

のデータ素材からさまざまな媒体への加l：

利用と値甑の保存性にあります、liiI激をデ

ジタルデータにするという基本作業なしに

マルチメディアの恩恵に浴することはでき

ません，

キング印刷株式会社とデジタルKは、デ
ジタルデータ生成の尖兵となる企業こそが

印刷会社なのではないかと脅えています．

値融をデジタルデータ化し、媒体を遊ぶこ
となく表現、配信し、またそのデータを蕎

離し、必要に応じてIi掴」用する。こうした
「ワンソースマルチユース」を実現する最初

の総合値瀬川I：サービス企業として、キン

グ印刷株式会社とデジタルlくは注目を集め

ているのです∪
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語頭閣
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htmi
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嬉　町　http／／WWWfusIoniSp．nttJp／kennan／hanawa／Indexhtml
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石川町　http／／wwwasaka．neJp／－ishikawa／
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平田村　http－／lwwwasakaneJp／－hirata／
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三裏町　http／／WWWaSakaneJp／一miharu／
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パラダイム転換

l　はじめに

ここ裾i－「インターネットを活用して政府、宿業、個人が

通のiti6耳母i（営業、物流、広部、決済、購買、サービスなど）

を行う」電子i刷り1時し、膏iel・Ii・OlliC∴e（州…（・rl・小が講

．論きれ、その実現化にi用ナて様々な実験が行われています

電子I訓点iとしては1：Dlやし、AL；なとをへ－スとして極々な

アフローチがありましたが、インターネット時代の到来は従来

の電子i酬高iとは異なる特質を持つl三Cをi－J櫨としました

本部では、米国の値撮システムの歴史を慨観しなからi；C全

体を理蹄した上で「インターネットを活Iiiするi〕Ci：インター

ネット11C＿　のコンセフトをi瀧諭して、潮間こそのi C、を実現

可能とする要義技緬を慨観していくことにします

2　ECの原点

li）70年l母）米国では宿業i句の業筋全体をシステム化するこ

とによって「宿業両の業筋の．，u子化と擁単化」を行う値鞘シス

テムの枇念が生まれ、これは1970年代後宮こなるとオンライ

ンリアルタイム処理を細目する「宿業開業紛幽鮎　へと発根し

て、その実拙二両ナたVAN（縮刷接続愛撫）サービスが誕生

しました

さ　しかしながら、VANだけで極純な宿業開業紛山陽を行う

とはイ高J能であり、このため801i状には企剃りでデータや個

満交極の棚甲規約を定めるliDl　仕I（－（当I‘（川iL‘1）（1日I

tIlし1－1（・血il虹）が砧細部二線I朔し始めて、「業界間の電子的な

莱傍聴浄化」が促進されることになi）ました、

この精根、米国ではryANと1：DI」は多くの業界で普及さ

れ、業界間立て20fi印加以i〃）業界liDlが生まれることになり、

80年ハ雄当臣二は　lNSl Xl：Z＿　が制定されてあらゆる業界で

相Iiにfii用できる用）1聴くl化が捉案され業際l三Dl、オーフンIi

i）lへと発振していくことになります　これによって米国は

両全1本の’iLi子的な業筋の擁準化」の方i部こ夢み出すことにな
I）ます

11）87年には米国の独i10時DI榔甲ANSt X12とは母iiiの標準

UNTDiの間で国際データ交櫓の惚甲となるlil）川．lell

（Im・ぐ＝T。llie Dilt．llil（ei・（・Il…l削、loi、＾（ltll用isll‘こ111…1．

el州1111、i、（・1、．mll’Ii・川旧年Oi肋刑足され、「地球間柄）電子

的な業筋榔準化」が俄証されることになりました
このように矧IiではI：Cの横坑思潮iは1、いi刷りをかけて彬成

されてきたといえます

70年I小二硝現したVANやi三Dlはオーフン間）lへ遊星して行

くに糾い業界全体の電子i清聴jiの廉境か整備されていくことに

なりますが、次なる課題は相加するネットワーク細目者が硬い

やすいネットワークの維柵ということIこなりました、

仙女ならある業界のネットワークのfi間者は別の業界の相iI

者である可圃′iが多く、業界の剛jiiネットワークでは　朝潮隆

がアクセスするには天変イ雄でした　この持、業界は他の業界

と協力して・般融‘客が帥陣こアクセスできるため榔噺的なネッ

トワークを濫誰Iする必要性が生じることになりました

この間粗の鵬夫策として捉示されたのか」VAN同i：の肌噺

的なiム諭i‘のハックポーンに、世界用達の通信規約である

TCl，li，プロトコルをIil川Iするインターネットを重用iIする

をもたらすEC
会津大学　コンピュータ理工学部
ハードウェア学科
コンピュータ産業学講座●

教授池田　誠

ことでした

インターネットはその鷹山を見ると国助や写経I川部こ利用

されたネットワークですが、（）1硝こ庸莱iiI部こインターネッ

トを利用できる剛冊順（AUl｝：AL、｛・q〕高ilIeITSe11oIi。〉′）

の液相を受けてNSlJ（N．illOil高鉦lt・皿tl F0Lill点ilio11；

全米科・1胡値i）ネット、Ll描IネットワークCIX（Co‖…le1－1高Ii

lllle…（・llirC、il掴1鱗↑）、hll÷S（M帯Clmillし…時ILi（m

C（川中同日）当Ile）ネットワークがVANO州ili接続の通信イン

フラとなったのです、

樹－LIでは圧）85年に国防総省と企邪iIo）I削母io）郁1－化の為

に蓮生したeAI．Sは1騨）国雄に胸砺省にi端‘i’出二が移ってか

ら・蘭こ津iiされるようになI）ました　CAl烏は4つの榊Ii一

肌的（電子データ交鵬の隙くi規約；LrN／imtine’1㌧電子丈

．I校櫓の附くl規約：S（品ilへ拙iiげ一夕交換の榔甲贈り；

S’I、im、CAi）データ交鵬の榊（I規約：I（消S）に様ついて政

府のみならず宿業間でビジネスフロセスの統合を行う購想で

あり、南筋省はこの耶鯉に従い1m）7年までに全ての調達業筋

をlL日当とする予定でいます、

日本で「′I諦・聞達・迎II技棲統合値鞘システム」と訳さ

れているeAl．Sはim）部i－が）フォルニア州ロングビーチで行

われた0jli．Si：X1，0を分析する限I）次の2つの方向で進行し

ています

l）「′l諦・朔Iii」面では朗造業老中心とした製品のライフ

サイクルの訟出航勘こI期述する値鞘の母子化の碓退役ま

防縮雁業から民間企業（こ移っています
2）「調達」面では光臨i故I臨聞達ネットワークlごAeNI買

（l二ell…111＼回目3両…Nell、Oi・Iく）を利用して政府と民

I間宿業間の母子i剛高Iを行う1：C川DIが97伸こ向て現実

味を帯びてきています
ドACNlnrは米ii膜栂．認定の25社のVAN者と政府の専用線

を縮んだネットワークであり、民間宿業はこのネッワークに

加入後l：Dlソフトを梗IiJLで来同政府と1000JjiiI以下の取引

を行うことができます

取引縦を10001jiii以下としたのはCAl．Sが中小宿業に普及

していくことを狙い、そのスチッフとしてまず剛）1促進を目

指すところにありますI

iごACNliTを利用する成否l揃は朝雄と‥われながらも、

卿紅1て聞二束iI、故層と20兆日ほとの聴jiを行っている：m

l川：ほとの布親筋帆lCNl汀への完全移行が売子した場合、

社会全体に及はす1．C化のインハクトは－．‖）知ることができま

せん

iii道の米国ではオーフンl；Diの　つの方向であるインター

ネットIlDiが津iiされています　これはVANやl、ii川ネッi、ワ
ークに比へてインターネットをfi間する周〕10）ほうが穏境桐

築コストや通用コストの面で女」点にあります⊃

インタ十ネットlil）lの実現方法として現在2つの方法があ
I）ます1つはllTlWt′フラウサトで作成した文鳥を1三Dl彬式の

文鳥に変換して業筋処理や南砂jiを行う方法であり、もう1

つは電子メールを優ってi：Dlメッセージを怯送する方法です

トランザクションが少ない　一触の中小宿業が参加しやすい

EDlといえます

現在、米国ではインターネット1：Dlを運用する企業かすで
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に200社ほとあり、中小企業のユーザが急速に抑えつつあI）

ます

1耕）1年のインターネットのi駒iI化と圧）93年の11年間1，の経場

はCALSやl：DIと異なるフロセスて電子滴取引のフレームをn
I川lLました、Tel）Il，プロトコルを相IIJするインターネッ

トは相II‘接続性が需易であり、接続コスI、や通用コストは低価I

格であI）、またⅥ八年Wでマルチメディア値鞘検寮や値鞘損保

が帥畔こ行える為（こ紫煙と規的こ関係なく中小宿業から天命莱

そして　一徹iiij質者までがインターネットに舗硝こ参加すること

ができ、その結果細捕りでサイハー空間、電子空間i．のマーケ

ットフレイスが彬成されたのです（

米国では！棋）4年4月に米国政i付の助成金でインターネットを

南取i川こ活用することを掘進するコンソーシアムCl川1…＝・くく・

N1、1がシリコンハレーに訟一工され、ハイテック産業のみならず

シリコンハレー全体のコミュニティがこの実験に参州しまし

た、

米国政府が良い時間をかけて企業のiii）1参加を促してきた歴

史から見れば、インターネッ再i朝川の撮発的な桐加による社

食環境の急激な変化は篤くべきものがあります

インターネットとl肌用層璃I：会Iこもたらした卵境は以i、にま

とめることができます、

（l）オープン偉　特定の相手（企業、相手）ばかりでなく、

イ靖誼帝政とのコミュニケーションができる

（2）ボータレス　国籍を越えてグローハルな通信メディア

として発焼している、

（：0，双方向性∴双方向コミュニケーションを行うことがで

きる、

（4）マルチメディアlVMハ付をfii川して表現豊かなフレセ

ンチーションが行える、i

（5）データベース　インターネット上に諸説iほれたデータ

ベースを飾単に利Iiiできる

（（う）リアルタイム件∴必要な値融を24i剛机｝つでも入手す

ることができる

これまで樹漉したいくつかの1：Cを肌用的係、川IiIネットワ
ーク、取引部丁、ii高i金郷等の）1掴Iiで考察すると次の4つのi：

Cに分離することができます

（l）特定企業間のCAl，S

CAl，Sへ－スのI：Clです

（2）特定企業間のliDI
i、軌Iネットワークi・の企業間で」輔に莱筋処理などの取I）決

めを行い惰耳母iを行う，

（：り　不特定宿業問のI：（1

オーフン周）iやインターネットi：i）io）ように全葉柄共通I姑絢

を定め、オンラインまたはインターネットを利IiIして1：i）iを行

う彬態です　低コストで参加できるためにイ中高書企業も参加し

やすいのか特徴です、

（4）企業と消質細陣）インターネット1：C

（コンシューマi：C）

インターネットを重用出た商取引であり、・搬満雄者が参加

しやすく母子肺葉空間です

21世紀当初に1000億ドル規模に

成長すると予測されるEC。

イントラネットやエクストラネット技術と

結合しながら市場を彩成し、
ビジネスのプロセスを変え、業種を融合させて

社会システムも変えてしまいそうです。

以I・のようにiiCにはいくつかの直Cが存IiL、それぞれに特

質を持っていることを理舗した上で「インターネットi紅」を
Iii心に謙論を進めることにします

3　実現化するインターネットEC

不特定多数の個人や中小企業を対象としたインターネットi
O）Il細母iは、iIアルな胸取引や特定宿業間でI高・に・凧的）耳申）

決めに星ついて行う胸取引と異なる特質を持っています　ここ

では、舗問こインターネットi：Cの特緬をまとめておきます

（t）マーケテイング

インターネットのII巧手では24時間lリアルタイムでl’i動i軌こ

l臨i－I値鞘揖保（広減、採II砿告、i部，i。、イヘント、代即席勇雄

左と）や値親交櫓を行い、融管符印やエレクトロニックコミュ
ニティの彬戒を行うこと（こなります　この瑠境柵籍には南品IO）

フレセンチーションや顧客箱印功一行えるフラウザ技術、11年l）

サーハーやデータベースとの遮撫技術が必要となります

（2）取引の成立

ネットワーク上でI防，t側がi輸出）スト・価格・見聞．当を捉示

して購入者が購入する場合その価格や聞入行雄肋一役で郁否され

ない仕組みを桐築することが大切です，
（：り1．湘槻係

ィ、特定多数を対象としたネットワーク上のII細高Iでは相Iio）

耳元樵課が非常に雑しい状況のため、信離I則係の柵雛を詰るサ
ーハーやクライアントの詔証が検品†される必要があります

（4）安全性の鮪，忠
リアルな南取ijIの場合やl、IiIIJネットワークを利用する場合と

比摸して、インターネット上で胸i鵬i値鞘の交換を行う場合は

インターネットの絡路で盗聴、政甑などの開腿が発生します

この間粗の鯨周こはインターネット上の値榔こ対する離間な

セキュリティ域境を実現しなけれはなりません

（5）支払いと湘If

従来のI刑部iでは支払いは助命、クレジットカード、小切手

などで行われていましたが、これらをすべてインターネット上

で直子i廟こ行う必要があります（、このために新しい支払いと決

済方法、確，認方法、．－Iii水雷・領1時iiの締「・受範の方法、顧客

のI引，．管理方法を検討する必要があります

捕こ述へた特質を持つl：Cを実現する要秦技術は、次の」つ
にまとめることができます

（1）値甑セキュリティと暗号化技繍

（2）H（：コンテンツ流通の為のW（・i）サーハーとフラウザ捜術

（3）W（・l）サーハーと埴輪システムとの通撫技術

（l）電子ljと済システム

先桂，抑間したインターネットl…Cの持質（2）．（：待（印の問i題

は、次の4つの領域のセキュリティ問題と脅えることができま

す

（1）受1鉦．者の－．拙iと否．諜防圧

（2）受I．鞘融の改龍防圧

（：01i瑚Iの榔洩防ii

（4日i‘手放のアクセスのI粒iI．
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AiZU Univ．MULTiMEDIAESSAY

このようなセキュリティ問題を櫛火するためには、ECに次

の5つの機能を用達する必要があります＿，

（1）†Iij敵の昭号化（2）デジタル署名

（品目組航Ii発行（4）デジタル認証（5）アクセス笛朋

（1）値融の暗号化

値撤暗号化方法としては述部政府標準のDRS方式があI）

ますが、この方式は不特定多数が利用する助命キーが多くな

り、キーを漉す方法や箱榔こ間地点がありました。
ECで利用されている暗号法は70年代後半に開発された公

開鎚略号法ですっ　これは1976年にRivesl、Slmmlr、

Adl（nll…13氏によって開発されたもので、3氏の顧文子で

IISA方式と呼ばれ、IISAデータセキュilティ社がこの特許を

保有しています。

この方式はユーザーが白山に配布する公開キーと自分の手

元で撮誰されている秘密キーを持ち、公開キーで偉観を略号

化して、秘密キーで複号化する方法です⊃

（2）デンタル署名

デジタル署名は企業や　一般満雄者が本人であることを証明

する「印鑑址I明．Iiの役例」と「†Iij鞭が政敵されていない」か

とうか確認するために仙われます1、

（3）証印暗I湖締出（CA）

発行高の役割は公開キーの鮮理と証I航Ii（ユーザーID、公

開キー、発行局のデジタル署名）の旅行です二　親在米国
VeriSi即納と（汀E社などがこのCAサービスを行っていま

す．日本でも認証実用化実験協議会（11時）：／／WWllr．

IC用Or．jp）でIl堀Aを最上位とする13のu脚i工溌行機関が機立

されサービス実験を行っています∪

（4）デジタル認証

デジタル．認証とは特定の値融が．親iFざれた日時を証明する

ものです　デジタル署名と削み合わせることで、デンタル瑠

名の日時を保証することができますJ

米国ではBeilelIrl・’絡TrtlSted S（用ltrと）rellltegrlIy

（I11時／／＝10．helle。rt・．l・Om／1－e（Sl／beSIsi・Illtl11）がデジタル

認址サービスを行っています＿

（5）アクセス箱理

オーフンなネットワークは動作でも参加できますが、ハッカ
ー、スニッファー、スフフィングを防1上する必要があります「

このためにパスワ一㌦ICカード、指紋、ワンタイムパスワ
ードでユーザー認証を行う方法があります

アクセス制御に圃してはファイアウォールによるブロック、

ファイルレヘルのフロックなとくこよって不正アクセスを防正

します＿

これらの樹筋を提供する代表的な企業としてIl氾（IIltOrimはI

しioili〈1時。urCel…ll即IeerI晒ll1時／／…＼・W．irc．（・Om）社が

あります

1993LI三のイリノイ大字NCSAのDt。8そllCから始まるWl・l）の

Ii朝は現存ではlVl・l）サーバーだけでN〔－lSe叫）高士のEllll．e

l）ris（、サーハ一、0匹Il点在irkel杜のOM－TXなとを蘭蘭こ

100以上も逝生させました　この詳細冊蝿は111日）：／ハ…ヽ、．tVelI

eo叫）繍re．e（mlで見ることができますJ

liCの実現にとって11阜I）が抱える最も重要な問題はlVd）サ
ーバーとフラウげの間で通信時の値撒暗号化の機能です，

現在高己の宿業から暗号化機能が捷案されWehサーバー（こ

耽号化プロトコルとして火壊されていますU

（1）SSl．フロトコル

（Sl・CureS。rkels高iyerProloc。1）

このフロトコルはNetseiIpe帥こよって挑印されたも

ので、トランスポートレイヤー上で動作します。

（2）SH〝H、Pプロトコル

（SecLlre－HTTI〕）

このプロトコルはi…IT社（lhlerprlSelIlIegr額面on

TeellI10ll）gy）が捉耶していたtVelJフロトコルの拡張版

であり、アプリケーションレイヤ一の宮こ実装され、ア

プリケーションレベルでセキュリティ機能（デジタル鞘

名、略号化、詔址）が動作します．
（3）l⊃CTフロトコル

（P…均lee（…1m…nieと11101了11eelln。logy）

このフロトコルはマイクロソフト社によって挑印され

ていてセッションレベルで動作しますっ

インターネットllCの補間である24時I町）アルタイムにi商

品値甑や顧客間湖の提供、値鞘交換、布川1締即なとを行う場
合Welけ－パーと遭撫するチーターベースシステムの欄籍が

必要となI）ます．

この遵椀を可能とする製i品が、各企業から排供されていま

す∪　代表的な製品を下記にまとめます（、
OrとIele社………………WchServerとIilterOrnceSulLe

l．（）lu高上…………………NoleSR4

Syl）とISe社………………SybilSeSQLSerヽ′erと1時11．叩l

Mlerl）S。rt社……………BaekOrnee

Op即IMはrklIl社………OM－TX

Nelseと1pdl：……………Nel撮lpeS…1eSpl）t

ジャストシステム社……、iLiSt O冊ee Server

リアルな世界で細目されている決済方法に播わる氾子決済

システムがいくつか検討され実験中です（＿　それをタイフ別に

同時こまとめますと、下記の3つの方式になります、

（1）クレジットカード方式

インターネット上でクレジットカード番号承一謁を行うため

にはカード値敵の蹄j化、取引相手の認証（クレシット会社、
・倣消質者、企業）、取引iI硬の否認防11：が必要ですっ

そこで、インターネット上で承認を行う　てで必要なクレジ

ット決済プロトつが閥推されました－

1択）5時こクレジットカード柿号決済の照準通信規約として

＼生SA、Mi（、rOSOllのSTTフロトコル、hl掴Ierea‖“（I、

Netse引l）（・、IBM、（1mのS雷pl｝フロトコルがありましたが、

この2つのフロトコルは現在Sin、（Seeure EIee白－OIlll・

Trと…Siil・llOn）プロトコルに統　一されています。

また、これらの決済をi引櫨とするソフI・ウエアも各企業か

ら直販されていますJ

Nci握理事i：………Nelseal）el筆LIVePavmeillSl昔

時lier博（爪社……‥互＝cr聞く爪Mere血inlSySlmllSrr

GCTecllS，A．……（最）heIDll．1ynmIllSySIclll Cyl）eit．掘tl

VerI「（me社　　・・・＼′1｝OSSln、

IBM社　　　　……NET．Coll…lerel・Sl－rl，erSET

Ol〕mlMirkeⅢ…OM・TX

FlrStVirl…11社・・・FVPilymCnlサーハー

CyherC批Il社……CyberCilShSeeLiI“eIInyt111両SySleIll
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パラダイム転換をもたらすEC／池田　誠教授

（2）旭予キャッシュ方式

これは現金と同等の価値を持つ個轍を電子化してネットワ
ークI二で決済を行うために利用するもので、1994で印こ

Dli持adl社が提唱したecをISll方式があります。

利用者も企業も「ワールド・カレンシー・アクセス」口座

を開腹して、ネットワーク士で椚砧こサイバードルとiI拘ばれ

る範子的なバリューを使用して決済を行います。
Mondcxインターナショナルが1993年に捉即した

Nllondex方式はICカードに別命と等価の柄轍を種子化して椛

糾しておき支払いを咄話回線やインターネットで決済できるシ
ステムですっ

これ以外にVisalilIernati。tlal社の「Visa easIl」や

i批elrOnie PaynlenlSer↓′leCS社の「SmとirlCflShJがあり

ます

（3）電子小切手方式
これは小切手を呼子的に処即して発行を行い集金するシス

テムであり、現存CheekFree社、FSTC（Fiil肌IeiillSen生eeS

Teehnl）il鳩y CotlSOrtlum）コンソーシアム、NcICasll社、

NetChe畠しなとの企業や団体でこの方式のサービスを行って

います。

以上に説明した電子決済システムの進行は、下の図表にま

とめることができます。

4　ECの動向

郵政省の通信自評では昨年度のEC規模（売上高）はi桁年度
の7億日から285億円に肱大したと拙生されています　実に

40僻の減衰率です∪　インターネット日常97を見ると仮想席

馴致は1997年4月付けで2302あり、現li：毎月100I，部舗以上

が開業されています。こうした状況をみると今年の取引規模

は要に拡大すると推測されます。日本政府もFi米の値敵化格

差を認め、ECの慮義を問い、経済欄造攻囲こECを取り入れ

よう　としています、，1992年に日本i三DI推進雌議会

（Il叫）：／／11，llW．eeOm．Ol’．jp厘dic／itldeJt．Iltm）、1994由こ

CAl．S技術研究糾合（Il叫）：／／WWlt・，neそlls．（、ir，Or．Jp／tleaIs／

電子決済システムの進行

index．lllml）、1994伸こ唖子舶取引実証推進雌議会（EC協

議会111時／／WIVW．ee…11．01．ji〕／）を設立しているこの調の

動きを見ても政府のECへの真剣な取り糾み姿舞が理脇できま

す、EC脇議会には240祖の民間企業が参加して14のワーキン

ググループでECの各鮪実験に取り削んでいます。
一万、民間企業主休の動きを見ると、19944印こNTTが中

心となって腹立した非常柵団体「コマースネットジャパン」

（詳細はhttp：／／11・1…∴l・。mmereenel．（）「．Jp）は米国シリ

コンバレーのC。mmereeNetや各国のコマースネットと遭榊

をはかりながら、グローハルなECのI咽1みやEC技術の国際

標準化の分析と検証を行う組織として、その動向は見逃すこ

とはできません1，

海外ではI〕Cを推進するフロジェクトが活剃こ行われていま

すが、その全てをここで絹介することは不可能です二　プロジ

ェクトの活動の詳細はlml〕：／／www．elO．C。m／「0…inVの

Rl膏。reeS／（汁oul）Sを見ていただくとよいかと思います。

代表的なフロジェクトでは米国政II、jがスポンサーとなって

いるエレクトロニック・コマース・リソースセンター（EC

RC＝1時）：／／lt，1…・．（・l・r（・．●…1111．（）昭／）があり、全米11カ所で

ECとl：Dlの推進活動を行っています、

欧州全体で13社の宿業グループが推進している戯断的なフロ

ジェクトとしてCAFEフロジェクト（CAFE；TlleC。n〔iill。ll掴

AcCでSS rOr BLiI’Ope、Illtl）：／ハVWlt．lilrOmlaLleS．

筆lntehl。：80／Caiで）があります

さて、厳通の米国のECの動向をみると、次のような変化が

見られます、

それは唾千滴取引の市場は2000年までに1000熊ドル親機上るi

に成良すると予測されるものの、現時点での・脚部や著を対

象とするlミCの成功例はないというのか見方が広まっていま

す1、その良い例がilうhIIが撒過したショッピングモールIV。rl（l

AveIllleです（

それでは1000億ドル規供の再現はどこにあるかというとそ

れは企業間iiCにあるという見方が夫甥をIiiめており、宿業間

鴨Cの標準フォーマットとしてIl30（011m Buyiilg Oiltile

IilterneI）が櫨んに謙，治されています（したがって今後ECは

イントラネットやエクストラネット技術と糾合しなから直場

を形成していくことになるでしょう＿

1脚　　　　朋2　　　潮　　　間　　1995∴∴1㌻‾ 

パ　　　　　　　　　　　　　　iI助10Di同Tef蕊′織豊撮脳 

1：窓慈窓筆立　　　　　　一期閤C馳　1㌻霧隷活き艶立 

：　　　　∴言∴∴ 
略　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‾i請書，犠瑠；i 

〈SEr（mreEhLODdC l〔敵；S“innCash其顛 1寝購VISAinlenntm rVISACaSh」賀戴く 1蛾MondC賃Canad l跳Cymsh rCohmの（siサ 彦ﾖﾘ-�*��｢�茲�4�6x8�985��｢�顗��ﾋ���ｸ7(5渥I4��

乗出 

出所）「電子マネー」経済法令研究会

5　まとめ

本棚ではi：Cの総論・歴史分析を行
い、現在議論されているインターネ

ットRCの特質と要素技術を既成しま

した－

ここではI；Cが狂気こ与えるインパ

クトに対して深く言及できませんで

したが、〃iCは幽こ値敵システムでは

なくビジネスプロセスを変えて、あ

らゆる業師を触合させ、その観葉社

会システムも変えてしまう存在であ

り、今後の社会システムを倣脂から

憂世することは間違いありませんっ

我々はまさに次の社会システムへ

の移行期に立ち会っていると孝えら

れるのです
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固
パソコンは元々個人利用を目的としたコンピュータ

であるため、当初のパソコンはスタンドアロン（他の

パソコンには接続されてはおらず単独での動作顔境）

での利用が当たり前で、閣り合ったパソコンの問でも

フロッピーディスク等にデータを一度格納してから、

データのやりとりをせざるをえませんでした。しかし、

オフィス等に導入されるパソコンの台敵が多くなり、

また、パソコンの処理能力が高くなるにしたがって、

パソコン同士をネットワークで接縮しようという考え

方が生まれてきました。

パソコンのネットワーク化の流れには二つの流れ

がおります。一つは’ダウンサイジングh　と呼ばれる

もので、l（ソコンの機能が高度化し業務に利用できる

コンピュータとして遜色のないものとなってきたこと

を契機にして、汎用コンピュータなどでおこなわれて

いた第滴を、パソコンを中心にしたネットワークで行

うことにしようという流れです。

一万、もうーつの流れはアップサイジングと呼ば

れ、「スタンドアロンで利用されていたコンピュータ

i i　　　　　　　　　　　　が何台もあるのは不便である」ということから、Itソ

ロ　　　　　　三業：器：：詰諾詫謹書
イルの共有化をスムーズにしたい○　○プリンタを共有

MUHIMEDIAREPORT
したい」「何台も導入するのはムダ」籍といった要求

から、ネットワーク化が進められるという流れです。

圃
現在のコンピュータシステムにおいて、過信ネット

ワークは不可欠の要素になっています。通信ネットワ
ークとは、コンピュータシステムとコンピュータシス

テムを接続して、コンピュータ間で過信を行う機能を

実現させます。通信ネットワークはその範囲によって

LANとMANとWANとに分類することができます。

tLANlとB．」°CaiAreaNetworkの略であり「企

業内情報通信網」等と訳されています。ユーザーの企

業内あるいは大学の機内など、最大でも半径敗キロ軽

度のある特定の限られた地域で、相互に経験された独

立のシステム（装置〉問での過信に用いられます。企

業や軍機などのユーザーが自前で回線を敷設するのか

ほとんどで、通常はその利用に料金はかかりません。

現在ではSOHO（SmaiiOffice／HomeOffice）と呼

ばれるような、ごく小技槌なグループにおいても、利

用されるようになってきました。また、iEEE（アメ

リカ電徴電子技術者協会、アイトリプルイーと読む）

では「多敵の独立した装置が過度のデータ伝送速度を

持つ物理的な伝送路を通じて、適当な距鱒内で直接的

に通信可能とするデータ通信システム」と定漉されて

います。

tMANiとは、Metropoiitan Area Networkの

略であり、同一の市街地に膚する建物岡を緒′粛ネット

ワークとして位置付けきれる概念です。

tWANJとは、Wide Area Networkの略であり

MANよりさらに広域を力Jt－するネットワークで、

一触的には通信事業者が提供する専用回織、バケット

通信網、ISDNなどの回線を使うネットワークを利用

したLAN聞接続を示します。

圃
MNの物理的な形状（網トポロジー、ケーブルの接

続形態）には図のように、一本のケーブル上に嫌乗が

接続される「バス塾」、ループ状になったケーブルに

鋒末が接続される「リング型」、中央に制御装置を直吉

それぞれの端末が接結きれる「スター型」があります。

Filil　了
ターミネータ　　　○　　　　　○

リング型

。吏〔ヰ
○　　　　スター型　o

LANは1975年ltXEROX社が発表し、1980年に

DEC社とインテル社が参画して共同的舞したEther－

Netが起源で、その後IEEEにより標準化が進められ
riEEE－8023」という標準になっています。イーサ

ネットは、ユーザーが直接利用するパソコンなどを接

続する方式として、規程最も広く用いられている方式

です。またイーサネットは電話機を接綜するようなコ
ードで接験される「10Base一丁」、直径約5mmの

Thinケーブルと呼ばれる同軸ケーブルで捜験される
「10Base－2」、また、直径的12mmのThiCkケーブ

ルと呼ばれる同軸ケーブルで捜続される「10Base－

5）、伝送速度が100Mbpsの「100Base－TJなど

に細かく分類することができます。

Baseの前の敵手は、tMbpsiで表された伝送速度

を示しており、従来は［10Mbpslのものしかありま

せんでしたが、現在は1100Mbpsl仕様のものも実用

化されています。

一般に一つの伝送媒体（ケーブル）では、同時には

一つの通信しか行うことができません。したがって伝

送媒体のアクセス制御では、二台以上のコンピュー

タが同時に通信を行わないように制御をする必要があ

ります。イーサネットでは、錬体アクセス制御に

［CSMA／CDl（Carrier Sense Muitlpie Access

WIth CoIilSIon Detect10∩）と呼ばれる方式を用い

ています。これは日本腔で「搬送波感知多量アクセ

ス／衝突検出」方式と呼ばれ、簡単に言うと　早い者

勝ちで伝送媒体の使用権を奪い合う方式のことで、

ネットワークを流れるデータ量（トラフィック）が

増えると、奪い合いに負ける機会が多くなることにな

ります。

送られなかったデータはある時間をおいて、再送さ

れることになります。またトラフィックが増えると、

ほぼ同時に複数のコンピュータから送信されてデータ

が伝送媒体（ケーブル）上で衝突（C°liiSion）するこ



ともゐります。このような通信制御に関する取り決め

は「プロトコル」と呼ばれ、通信におけるルールを明

文化したもので、この取り決めを守らないとうまく過

信することはできません。イーサネットには、比較的

低コストで導入できるという利点がありますが、

CSMA／CDというアクセス制御方式を利用するため、

トラフィックが増えるとスループット（性能）が急激

に悪くなると言う欠点があります。

その他の方式としては、伝送速度が1100Mbpsiと

高速な光ファイバーを用いた、リング型またはスター

型のLANであるrFDDI（Fiber DIStribLlted Data

lnterface）」や、【ATM（Asynchronus Transfer

Mode））媒体アクセス制御方式を利用したIATM－

LANiなどがあります。

固
LANのデータを伝送する伝送媒体をLANケーブル

といい、主に次のようなものがあります。

同縞ケーブル

ケーブルの中心に銅線が走り、その第線を縦縞材で囲

み、さらに絶機材の上に二次導体でアースの役目をす

る績み上げシールドを巻いた物遠のケーブルです。外

部は被覆材におおわれています。

＜メリット＞

・ブロードバンドLAN、ベースバンドLANどちらで

もサポートすることができます。
・増幅しないで伝送できる躍魅が長い。

・音声、動画データを同一のラインで伝送することが

できます。

＜デメリット＞

・ケーブルの取り回しが面倒です。

・ツイストペアケーブルに比べるとコストが高くなり

ます。

ツイストペアケーブル（より約線〉

電話線として使用されているような8芯のモジュラ
ージャック（RJ－45）を使用する接続形態です。シー

ルド無しのツイストペアケーブル（UTP）と、シール

ド付きツイストペアケーブル（STP）があり、UTPは

緯線の2本のよりあわされた銅のワイヤでできてい

ます。ケーブルのグレードを示す、カテゴリ1からカ

テゴリ5の糧頬があります。

＜メリット＞

・コストが安い

・電話機の撞崩に使うようなモジュラージャックで接

続されるので、装置への接続が簡単にできます。
・ケーブルの取り回しが楽なので、敷設を容易におこ

なうことができます。

＜デメリット＞

・ノイズに弱い

・伝送速度が低い（カテゴリ5のケーブルを使用した

100MBaseもある〉　伝送距魅が短い

光ファイバーケーブル
・変調光線を使ってデータを運ぶ方式です。光ファイ

バーケーブルは非黛に高速の、そして大容量のデータ

伝送に利用されます。

＜メリット＞

・非常に高速なデータ伝送が可能です。

・電磁信号、電気信号などを発生させるノイズがあり

ません。
・LAN環境からのノイズを受けません。

・データの伝送距離が震い

・セキュリティーにすぐれています。

＜デメリット＞

・敷設が技術的に緩しい（敷設コストが高い）

・他のケーブルとのインターフェース機茜のコストが

高くなります。
・ケーブルの価格が高い

ネットワークの中心に伍長するノードで、一触的に

は10Base一丁で使われるマルチポート・レビータを

いいますが、最近では10Base一丁に限らずLANの集

線装面をいいます。10Base一丁と10Base215との

変換を行う機能を締っていたり、ぬる経度インテリジ

ェント性を持ち、自己診断をしたり、LAN上のデー

タの配送状況を監視する機能をもったものなどもあり

ます。

ネットワーク・インターフェースカード（NiC）の事

で、LAN接結ボード、LANアダプタ、LANアダプ

タカードなどと呼ばれています。LAN上に宿るl（ソ

コンやワークステーションに装着して、LANケーブ

ルを接続します。

リピークとは、異なるLANの配線を物理的につな

ぐときに使われるもので、信号を再生、中継する装置

です。伝送距越を延長するため、おるいは分岐など配

賦の自由度を高めるために使用します。また、ハブを

使った場合には、ハブがリピークを兼ねる場合もあり

ます。

LAN同士を相互に接続するための袈種の一種で、

中を流れるバケットを解釈して中継をします。そのた

め、つながっているLAN問で不要な情報を流さない

ようにすることができます。

ブリッジと同櫓、中を流れるパケットを解釈して中

継する接続装置ですが、ルータはデータの中の、デー

タ通信を行うために必要な通信締約でおる　rプロトコ

ル」と呼ばれる部分を解釈し、その内容に応じてデー

タの配送を制御します。

固
今、LAN上を流れる情報量は飛躍的に増大をして

きています。静止画、音声、動画など多岐にわたって

います。従来の一般的なオフィスのファイルの読み書

きや、インターネット・アクセスなどのトラフィック

重を考えた場合の、イーサネットが持つ10Mビッ

ト／抄の害域は、適切なユーザ一致で使えは不自由の

ないLAN境域といえますが、動画や音声などマルチ

メディア・データを扱うようになると事情は変あって

「一一三緬

一一　　　　　　　　　　　－

事＿＿　＿　　　∴▼i　　　　∴

圭≒萎
LANケーフル

「接

蔭表三薬轟顧豪
ハブ

きます。動画像をリアルタイムで連続的に伝送すると　　LAN′ノブブタ

なると、MPEGl方式で画像を圧締高号化してもlチ

ャンネル当たり1．5Mピット／秒の帯域が必要になり

ます。単純に計算しても同時に送れるMPEGlのデー

タは、敵チャネルしかないという事になってしまいま　9　，m

す。10Mピット／秒のイーサネットではマルチメデ

ィア・データの伝送には無理があると言えるでしょ

う。

既にLANの導入されている事業所や、新たにLAN

を導入する事業所なども含め、伝送速度を100Mビ

ット／秒に向上させた、100Base一丁や100VG－

AnyLAN等、またATM－LANの導入などが検討され

る時期といえるのかもしれません。
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ここが会津大字の

地域と世界への玄樹Ii

e

ようこそ、みなさま
マルチメディアセンタ－ヽ

会津大学学園祭でマルチメディアセンター開館

マルチメディアセンターでは、10月に行われる会津大学学田祭に併せて、関係企業の協賛を褐ながら最新のマルチ

メディア関連技術や物議の展示コーナーを投げ、地域の方々にこれからのマルチメディアの世界を体験していただこ

うと考えておりますので、ぜひご来場くださいますようご案内いたします。

日時：平成。年10／18－19（土＿日，AM，。：。。～。M。：。。
佐賀企業．lBM福重富某所・NEC福島支店・富士通会津支店・NTT会津若松支店

e『ホームページ作I賎爛脚会』に申込者が殺到！

06月26日から3回に渡って2日間の日程で開催された

灘習会には、募集36名に対して150名以上の方が応募。
一般の方々のインターネットに対する高い関心を改めて実

感致しました。やむをえす抽選での受講者選定となりまし

たが、選から漏れた方々に対して計5回の追加講習会の日

程を提示。大部分の申込書に無事受漬して頂くことができ

ました。

eアクセスできます！手づくりのrIJ拙介ホームページ。

○内容は初日の午前中が会津大学の菊池靖講師による講

義、午後から当センターのSE（システムエンジニア）の

指導のもとでHTML言語によるホームページ作成実習に入

り、2日目の夕方にはフレーム作成にまで到達、それぞれ

の自己紹介ホームページが完成しました。

○このホームページはマルチメディアセンターのホームぺ
－シに騰載、しばらくの間アクセスが可能です。

一一二ミ∴三、二霊園 

一一二一二一〇 転遵瞳擾 

弓子． ‘弓＿賀田囲 　　　う○○ 

㊧個別の講韓も致します。施設料のみで！

○マルチメディアセンターでは年に数回インターネット等

の講習会を開催していますが、それとは別に皆様からのこ

要望があれば個別の講習会も開催致します。可能な限り対

応させて頂きますので、ますはお問い合わせ下さい。

○料金は施設使用料のみですので、利用者1人につき

2100円、半日で1．050円となります。

e高価な機縄を圃放しています！高速CG－7，530日／時。

○マルチメディアセンターでは、一般の方々にマルチメデ

ィア機器を開放しています。

S高価なマルチメディア腹話を、使いやすい金額で利用で

きます。

○ネットワーク関係、音楽関係、CG関係等さまざまな機

器がそろっていますので　ぜひ一度ご利用下さい。

○事前申請が必要となりますので、詳絹は直接センターに

お問い合わせ下さい。

○使用＊l等は下記のとおりです。

利用時間　9　00－17　00

休館日　　土曜　日曜　祝祭日・年末年始

（研究開発室利用者は24時間利用可能）

魚雷Iコーナー
・一般見学

・3Dバーチャルリアリティ映像上映

・ハイビジョン等上映

・インターネット（WW）龍単体験など

施設使用料
．研究開発室　1人1年間　　　420、000円

．研究開発室以外の施設

1人1月　　　　　42、000円

1日　　　　　　2100円　半日　　　1，050円

慶器使用料
．高速グラフィックコンピュータ

1時間　　　　　　　7i530円

○　マルチメディア　とは竹で

しょう？1月に議隊された弘

にとって、最初の、そして恐

らくは党議のI印－がこれでし

た＿　十文字だけでなく、動

Ii巾・i怖正喜・将声などあらゆ

る解式の調練を掩・的に収I）

扱うことのできるメディアゝ

これが第1の特えでした　部

2には、インタラクティブ　〈lIltl・「肌・tiヽ中、つまI）双方

i部こや（）とりができる＼というものでした、こう高くとイ

ンターネットのII朝が醤かび1，がってきます　歌や軸りの

乱震するホームへージのiIi拙　論I部こiI朝を劇けめぐるlli

rメール　すると　マルチメディア　とばインターネットi

のことなのでしょうか。あるいはコンビュ一夕とスクリー

ンが請l川出た池の中で、あたかも自分が泳いでいるよう

に櫓しろ、そんな倣銀塊実（バーチャルリアi）ティー）の

ii朝を摘すのでしょうか。投網も現実も、ましてや多は多

腿です（それぞれがそれなりの同湖戒を抱える、木賊無で

あるがゆえIこIiJ雌備にあふれたこのiIt桝Iこおいて、どれ

だけ物かで能力的な末葉をiiマルチメディアで）中に描

けるか，それが弘の仕●iiのようです，

（lllakiIl。arI…nl・－aiJ・Li．lII’（・（．fllI”ShimiI証））

葦
㌻
e

一
①
①
］
増
　
（
出
違
の
甘
）
　
①
由
の
○
Ⅲ
漕
司
∴
警
青
＼
軍
団
、
貼
＞
前
場
逼
H
油
滴
弐
玩
温
習
回
　
船
清
洲
書
出
謀

判
①
①
琶
　
前
郷
海
的
、
鴨
耶
湊
剖
－
浦
田
］
癖
一
割
叫
卜
的
吟
…
5

」
巾
「
O
N
b
N
i
°
T
N
斗
｝
　
［
＞
×
O
N
A
N
i
°
T
N
「
｝
∞
　
m
i
M
a
一
一
つ
の
く
昂
⑪
ヨ
ヨ
？
a
一
N
u
P
r
e
↓
f
u
k
u
s
ヨ
ヨ
a
J
P


